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（
1
）預
金
残
高・貸
出
金
残
高
の
状
況

　
20
年
度
決
算
で
は
、
預
金
・
貸
出
残
高

が
大
幅
な
増
加
と
な
っ
た
（
図
表
1
）。

前
年
度
ま
で
預
貸
金
共
に
年
平
均
2
〜

3
%
程
度
の
増
加
率
で
推
移
し
て
き
た
こ

と
と
比
較
す
る
と
、
預
貸
金
共
に
倍
以
上

の
高
い
伸
び
率
と
な
っ
て
い
る
。
預
金
残

高
の
増
加
は
、
各
種
政
策
の
支
援
金
給
付

に
よ
る
残
高
の
積
み
上
が
り
や
、
個
人
の

消
費
抑
制
に
よ
る
貯
蓄
率
の
向
上
、
企
業

の
リ
ス
ク
に
備
え
た
手
元
流
動
性
の
確
保

な
ど
が
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
貸
出

残
高
の
増
加
は
、
自
治
体
の
制
度
融
資
や

信
用
保
証
協
会
の
緊
急
保
証
付
き
融
資
な

ど
を
中
心
に
、
主
に
企
業
の
資
金
繰
り
支

援
に
地
域
銀
行
が
広
く
対
応
し
て
き
た
こ

と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　
預
金
残
高
の
増
加
率
は
前
年
比
9
・

6
%
と
貸
出
残
高
の
倍
程
度
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
増
減
推
移
で
も
、
貸
出
残
高

は
20
年
度
上
半
期
に
大
き
く
増
加
し
た
後
、

下
半
期
は
横
ば
い
に
近
か
っ
た
の
に
対
し

て
、
預
金
残
高
は
下
半
期
も
増
加
傾
向
が

継
続
し
て
い
た
。
預
金
残
高
と
貸
出
残
高

の
差
で
あ
る
預
貸
ギ
ャ
ッ
プ
は
大
幅
に
拡

大
し
て
お
り
、
地
域
銀
行
の
資
金
余
剰
、

運
用
難
の
状
況
は
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
る
。

　
個
別
行
で
見
る
と
、
預
金
残
高
は
地
域

や
規
模
を
問
わ
ず
多
く
の
銀
行
で
10
%
前

後
の
高
い
増
加
率
に
集
中
し
て
い
る
一
方

で
、
貸
出
残
高
は
5
%
程
度
の
増
加
率
の

銀
行
が
多
く
、
預
金
残
高
と
比
較
す
る
と

増
加
率
は
銀
行
に
よ
り
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。

地
域
で
見
る
と
、
九
州
や
東
海
、
北
海
道

な
ど
の
地
域
の
銀
行
で
貸
出
残
高
の
増
加

率
が
高
く
、
緊
急
事
態
宣

言
に
よ
る
地
域
性
な
ど
は

増
減
率
の
差
に
は
あ
ま
り

影
響
し
て
い
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。

（
2
）損
益
の
状
況

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
厳
し
い

影
響
が
懸
念
さ
れ
た
地
域

銀
行
の
損
益
で
あ
る
が
、

20
年
度
の
当
期
純
利
益
は
、

前
年
度
比
2
・
5
%
の
増

益
を
確
保
し
た
。

　
損
益
増
減
の
要
因
を
分

解
し
て
み
る
と
、
資
金
利

益
・
役
務
利
益
の
増
加
や

経
費
の
減
少
に
よ
る
増
益

効
果
に
加
え
て
、
株
式
等

20
年
度
決
算
に
見
る
地
銀
の
経
営
課
題

株
高
の
恩
恵
も
収
益
基
盤
低
迷
は
継
続

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

金
融
戦
略
室
長
兼
プ
リ
ン
シ
パ
ル

五
藤
靖
人

解 説

　
日
本
経
済
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
広
が
っ
て
か
ら
1
年
以
上
が
経
過
し
た
。
未
曽
有
の
感
染
拡
大
、

経
済
活
動
の
縮
小
に
対
し
て
、
地
域
銀
行
は
取
引
先
の
支
援
に
奔
走
し
、
公
的
機
関
と
共
に
地
域
経
済
の
支
え
役
と
な
っ

た
。
こ
う
し
た
支
援
活
動
は
企
業
倒
産
の
減
少
な
ど
の
効
果
に
つ
な
が
っ
た
一
方
で
、
地
域
銀
行
の
経
営
状
況
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
地
域
銀
行
の
2
0
2
0
年
度
決
算
資
料
1
を
基
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
地
域
銀
行
の

経
営
環
境
に
与
え
た
影
響
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
地
域
銀
行
の
経
営
課
題
に
関
し
て
考
察
す
る
2
。

ご
と
う
・
や
す
ひ
と
　
三
和
総
合
研

究
所
入
社
後
、旧
U
F
J
銀
行
総
合

リ
ス
ク
管
理
部
出
向
等
を
経
て
現
職
。

入
社
以
来
、金
融
機
関
の
経
営
管
理

高
度
化
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
に
従

事
。主
著「
地
域
金
融
機
関
の
将
来
経

営
計
画
」（
き
ん
ざ
い
）。

　

1　分析の対象とした地域銀行は、全国地方銀行協会または第二地方銀行協会加盟行のうち決算
短信を公表している100行とした。

2　2020年度中間決算に基づく分析は、拙稿「中間決算に見る地銀の経営課題」（金融財政ビジネ
ス2020年12月21日号）参照。
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関
係
損
益
が
大
き
く
増
加
し
て
お
り
、
債

券
等
関
係
損
益
の
減
少
や
与
信
費
用
の
増

加
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
（
図
表
2
）。
年

度
後
半
か
ら
の
好
調
な
株
式
市
場
に
支
え

ら
れ
、
株
式
の
売
却
益
が
大
き
な
増
益
効

果
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
資
金
利
益
に
含

ま
れ
る
投
資
信
託
解
約
損
益
も
増
え
た
こ

と
が
背
景
に
あ
る
。
ま
た
、
有
価
証
券
の

評
価
益
も
前
年
度
末
に
比
べ
て
約
1
・
7

倍
（
開
示
行
の
み
）
程
度
ま
で
増
加
し
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
20
年
度
決
算
は
、

株
式
市
場
に
大
き
な
恩
恵
を
受
け
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　
20
年
度
決
算
で
大
き
な
減
益
要
因
と
な

っ
た
の
が
、
債
券
等
関
係
損
益
と
与
信
費

用
で
あ
る
。
債
券
等
関
係
損
益
は
、
前
年

度
の
約
7
5
0
億
円
の
黒
字
か
ら
約

8
4
0
億
円
の
赤
字
に
落
ち
込
ん
で
お
り
、

株
式
等
関
係
損
益
と
対
称
的
な
動
き
と
な

っ
た
。
マ
イ
ナ
ス
金
利
下
で
額
面
以
上
の

価
格
で
購
入
し
た
債
券
に
つ
い
て
、
額
面

で
償
還
さ
れ
る
際
の
購
入
金
額
と
の
差
額

が
償
還
損
と
し
て
増
加
し
た
こ
と
や
、
米

国
長
期
金
利
の
急
上
昇
に
よ
る
債
券
価
格

下
落
な
ど
が

主
な
要
因
と

考
え
ら
れ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の

景
気
低
迷
で

世
界
各
国
の

金
融
緩
和
政

策
は
長
期
化

す
る
一
方
で
、

イ
ン
フ
レ
懸

念
も
出
て
き

て
お
り
、
債

券
等
関
係
損

益
は
今
後
も

金
利
情
勢
に

よ
り
難
し
い

投
資
環
境
が

続
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　
与
信
費
用
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
企
業
業

績
の
悪
化
に
よ
る
引
当
金
や
不
良
債
権
処

理
費
用
の
増
加
を
要
因
と
し
て
、
前
年
度

と
比
較
し
て
約
27
%
の
増
加
と
な
っ
た
。

政
策
の
各
種
効
果
も
あ
り
企
業
倒
産
自
体

は
増
加
し
て
い
な
い
も
の
の
、
サ
ー
ビ
ス

業
等
を
中
心
に
企
業
の
経
営
体
力
は
低
下

し
て
お
り
、
将
来
の
さ
ら
な
る
悪
化
に
備

え
た
引
き
当
て
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
廃

止
に
伴
い
、
銀
行
の
将
来
見
通
し
を
引
当

金
に
反
映
す
る
「
予
防
的
引
き
当
て
」
を

行
う
銀
行
も
増
加
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
減
少
が
続
い
て
い
た
資
金
利

益
が
増
加
に
転
じ
た
こ
と
が
、
20
年
度
決

算
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

貸
出
金
利
息
や
有
価
証
券
利
息
配
当
金
は

減
少
が
継
続
し
て
お
り
、
資
金
利
益
の
増

加
は
世
界
的
な
金
利
低
下
に
よ
る
外
貨
調

達
費
用
の
減
少
の
要
因
が
大
き
い
。

　
個
別
行
で
損
益
の
傾
向
は
ば
ら
つ
き
が

あ
り
、
当
期
純
利
益
は
増
益
行
・
減
益
行

の
割
合
が
半
々
と
な
っ
て
い
る（
図
表
3
）。

赤
字
の
銀
行
数
は
5
行
と
前
年
度
か
ら
1

行
減
少
し
て
い
る
。
コ
ア
業
務
純
益
、
株

式
等
関
係
損
益
は
約
8
割
の
銀
行
で
増
加

し
て
い
る
も
の
の
、
与
信
費
用
や
債
券
等

関
係
損
益
は
約
7
割
の
銀
行
が
悪
化
し
て

い
る
。

（
3
）時
系
列
の
損
益
推
移
と
見
通
し

　
地
域
銀
行
の
当
期
純
利
益
を
時
系
列
で

見
る
と
、
低
下
が
続
い
て
い
た
収
益
が
底

を
打
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
（
図
表
4
）。

コ
ア
業
務
純
益
は
増
加
に
転
じ
、
与
信
費

用
の
増
加
傾
向
は
あ
る
も
の
の
、
当
期
純

利
益
も
若
干
な
が
ら
増
加
し
て
い
る
。
預

貸
の
増
加
や
経
費
の
削
減
な
ど
、
マ
イ
ナ

ス
金
利
や
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
厳
し
い
環
境

下
で
継
続
し
て
き
た
経
営
努
力
が
、
成
果

に
転
じ
始
め
た
面
は
見
ら
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
20
年
度
決
算
は
好
調

な
株
式
市
場
に
支
え
ら
れ
た
一
時
的
な
環

境
要
因
が
大
き
い
。
持
続
可
能
性
の
あ
る

「
地
域
銀
行
の
稼
ぐ
力
」
が
復
調
に
向
か

っ
て
い
る
、
と
捉
え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ

う
。
む
し
ろ
収
益
力
の
基
盤
と
し
て
は
低

迷
が
継
続
し
て
い
る
部
分
も
多
く
、
持
続

可
能
な
安
定
収
益
の
確
保
に
向
け
て
は
、

特
に
「
与
信
費
用
増
加
の
抑
制
」「
貸
出

金
利
息
の
増
加
」「
有
価
証
券
利
息
配
当

金
の
増
加
」
の
三
つ
が
課
題
と
な
る
。

（
4
）与
信
費
用
増
加
の
抑
制

　
第
一
に
、
与
信
費
用
増
加
の
抑
制
で
あ

る
。
20
年
度
決
算
の
与
信
費
用
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
予
防
的
引
き
当
て
等
の
要
因
に

（出所）全国地方銀行協会、第二地方銀行協会の加盟各銀行の決算短信・決算
説明資料等（100行単体ベース）よりMURC作成

〈図表1〉地域銀行の預貸残高増減の分布状況
残高
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35
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36

35.6%
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2020/3 末
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2020/3 末
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増減率別の銀行分布（上段：銀行数、下段：構成比）

預金

貸出金

（出所）全国地方銀行協会、第二地方銀行協会の加盟各行の決算短信・決算説
明資料等（100行単体ベース）よりMURC作成

〈図表2〉地域銀行の損益増減要因分解
（億円）
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よ
り
増
加
し
て
い
る
が
、
時
系
列
で
見
る

と
17
年
度
以
降
増
加
傾
向
が
継
続
し
て
い

る
。
14
〜
16
年
ご
ろ
は
好
調
な
企
業
業
績

を
背
景
に
ほ
ぼ
「
与
信
費
用
ゼ
ロ
」
に
近

い
状
況
が
続
い
て
い
た
が
、
そ
れ
以
降
は

当
期
純
利
益
を
押
し
下
げ
る
要
因
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
20
年
度
の
与

信
費
用
は
、
過
去
の
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
等
景
気
悪
化
局
面
と
比
較
す

る
と
高
い
水
準
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
が
、
与
信
費
用
を
カ
バ
ー
す
る
粗

利
益
自
体
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を

勘
案
す
る
と
、
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン

の
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
は
厳
し
い
水
準

で
あ
る
と
言
え
る
。

　
与
信
費
用
が
企
業
の
信
用
状
況
に

影
響
を
受
け
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

銀
行
の
業
況
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
企

業
業
績
の
回
復
動
向
に
依
存
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
企
業
の
業
況
は
悪
化
し

た
が
、
政
府
の
支
援
策
や
過
去
の
利

益
蓄
積
か
ら
企
業
倒
産
自
体
は
減
少

し
て
い
る
。
企
業
業
績
全
般
と
し
て

は
、
売
り
上
げ
や
利
益
も
回
復
傾
向

で
あ
り
、
全
国
企
業
短
期
経
済
観
測

調
査
（
日
銀
短
観
）
等
の
業
況
指
数

も
改
善
が
続
い
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
改
善
傾
向
は
一
様
で
は

な
く
、
企
業
業
績
の
二
極
化
の
動
き

が
広
が
っ
て
い
る
。
大
企
業
・
製
造
業
で

は
順
調
に
業
況
回
復
が
続
い
て
い
る
も
の

の
、
中
小
企
業
、
非
製
造
業
で
は
回
復
の

遅
れ
・
低
迷
が
続
い
て
い
る
。
中
小
企
業

の
業
種
別
自
己
資
本
比
率
を
見
る
と
、
全

産
業
の
自
己
資
本
比
率
は
横
ば
い

を
維
持
し
て
い
る
も
の
の
、
宿
泊

業
、
飲
食
業
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
で
は
低
下
が
続
い
て
お
り
、

経
営
余
力
も
厳
し
い
水
準
に
近
づ

い
て
い
る
（
図
表
5
）。
足
元
で

は
企
業
倒
産
が
減
少
し
て
い
て
も

業
種
に
よ
っ
て
は
企
業
の
経
営
体

力
は
低
下
が
続
い
て
お
り
、
コ
ロ

ナ
禍
の
長
期
化
に
耐
え
切
れ
な
く

な
っ
た
企
業
の
信
用
問
題
は
こ
れ

か
ら
本
格
的
に
顕
在
化
す
る
可
能

性
も
あ
る
。

　
地
域
経
済
を
支
え
る
地
域
銀
行

と
し
て
は
、
地
域
経
済
が
厳
し
い

局
面
で
与
信
費
用
が
増
加
す
る
こ

と
は
、
あ
る
意
味
で
リ
ス
ク
テ
ー

ク
の
必
然
的
な
結
果
と
言
え
る
。
一
方
で
、

地
域
経
済
を
支
え
続
け
る
た
め
に
地
域
銀

行
に
は
一
定
の
健
全
性
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
「
ど
こ
ま
で
リ

ス
ク
テ
ー
ク
す
る
か
」
と
い
う
点
を
し
っ

か
り
と
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
の
回
復
が
業
種
や
企
業
に
よ
り
大

き
く
異
な
る
環
境
下
で
は
、
リ
ス
ク
テ
ー

ク
は
一
律
で
は
な
く
、
企
業
規
模
や
業

種
・
地
域
等
に
応
じ
て
、
よ
り
細
か
く
判

断
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
5
）貸
出
金
利
息
の
増
加

　
第
二
の
課
題
が
、
貸
出
金
利
息
の
増
加

で
あ
る
。
低
金
利
環
境
を
背
景
に
貸
出
残

高
増
加
・
貸
出
金
利
息
減
少
の
傾
向
は
20

年
度
決
算
で
も
続
い
て
い
る
（
20
年
度
決

算
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
実
質
無
利
子
・
無
担

保
融
資
の
利
子
補
給
金
の
決
算
処
理
の
影

響
も
考
え
ら
れ
る
）。
貸
出
残
高
が
増
加

す
る
中
で
の
貸
出
金
利
息
の
減
少
は
、
利

回
り
の
低
下
が
要
因
で
あ
り
、
低
利
回
り

の
新
規
貸
出
が
増
加
し
て
全
体
の
貸
出
金

（※）除く投資信託解約損益
（出所）全国地方銀行協会、第二地方銀行協会の加盟各銀行の決算短信・決算説明資料等（100行単体ベース）

よりMURC作成

〈図表3〉地域銀行の損益増減の分布状況
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損益の増減分布（銀行数） うち赤字

増減率

-2.4%

-6.5%

4.1%

0.8%

-1.4%

8.4%

-212.1%

204.1%

26.9%

2.5%

2020年度

27,851 

8,743 

5,198 

40,333 

28,602 

11,723 

-835 

2,206 

4,172 

6,818 

2019 年度

28,545 

9,346 

4,995 

40,006 

29,001 

10,813 

745 

726 

3,287 

6,650 

貸出金利息

有価証券利息配当金

役務収益

コア業務粗利益（※）

経費

コア業務純益 (※）

債券等関係損益

株式等関係損益

与信費用

当期純利益

期中損益（億円）

（出所）全国地方銀行協会「地方銀行の決算の状況」、第二地方銀行協会「統
計資料（決算）」、および各会員行の決算短信・決算説明資料より
MURC作成

〈図表4〉地域銀行の損益推移
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利
を
押
し
下
げ
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ

る
。
地
域
銀
行
の
貸
出
金
利
の
推
移
を
見

る
と
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
貸
出
利
回
り
よ
り

も
新
規
貸
し
出
し
の
利
回
り
が
低
い
状
態

が
続
い
て
お
り
、
足
元
の
コ
ロ
ナ
禍
で
こ

の
差
は
再
び
拡
大
傾
向
も
見
ら
れ
る
（
図

表
6
）。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
実
体
経
済
影
響
を
勘
案

す
る
と
、
早
期
に
金
融
政
策
が
変
更
さ
れ

る
可
能
性
も
低
い
と
考
え
ら
れ
、
市
場
金

利
の
上
昇
に
よ
る
利
回
り
の
改
善
は
相
当

程
度
先
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
銀
行
と
し

て
は
、
市
場
金
利
以
外
の
要
因
、
す
な
わ

ち
競
争
環
境
な
ど
を
背
景
に
し
た
ス
プ
レ

ッ
ド
（
金
利
差
）
の
低
下
が
進
ま
な
い
よ

う
に
、
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
管
理
の
強
化
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
企
業
の
資
金
繰
り
支
援

が
優
先
さ
れ
、
銀
行
の
収
益
性
確
保
は
二

の
次
に
な
り
や
す
い
が
、
持
続
的
に
円
滑

な
金
融
仲
介
機
能
を
発
揮
し
、
積
極
的
な

リ
ス
ク
テ
ー
ク
に
よ
る
支
援
を
行
う
た
め

に
は
、
一
定
の
収
益
対
価
を
顧
客
か
ら
求

め
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
支
援
姿
勢
が
顧
客
に
適
切
に
評
価
さ
れ

て
い
れ
ば
、
適
切
な
水
準
の
金
利
負
担
に

も
理
解
は
得
ら
れ
や
す
い
だ
ろ
う
。

　
ま
ず
は
新
規
貸
し
出
し
の
利
回
り
低
下

を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
リ
ス
ク
に
見
合
っ
た
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

管
理
の
高
度
化
や
、
適
切
な
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ
（
地
域
密
着
型
金

融
）
に
よ
り
金
利
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
顧
客
と
の
長
期
的
な
関
係
の
構
築
を
目

指
す
必
要
が
あ
る
。

（
6
）有
価
証
券
利
息
配
当
金
の
増
加

　
第
三
の
課
題
が
、
有
価
証
券
利
息
配
当

金
の
増
加
で
あ
る
。
地
域
銀
行
経
営
で
は
、

伝
統
的
な
貸
し
出
し
・
預
金
等
の
顧
客
向

け
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
「
本
業
」、
有
価
証

券
投
資
は
「
余
資
運
用
」
と
位
置
付
け
ら

れ
る
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、
顧

客
向
け
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
収
益
性

低
下
に
よ
り
有
価
証
券
投
資
の
収

益
依
存
度
が
高
ま
る
と
と
も
に
、

コ
ロ
ナ
禍
で
は
預
貸
ギ
ャ
ッ
プ
の

拡
大
か
ら
有
価
証
券
残
高
も
増
加

し
て
お
り
、
有
価
証
券
投
資
の
重

要
性
は
年
々
高
く
な
っ
て
い
る
。

地
域
銀
行
経
営
に
お
い
て
有
価
証

券
投
資
は
、
顧
客
向
け
サ
ー
ビ
ス

業
務
に
並
ぶ
二
大
収
益
部
門
で
あ

る
と
言
え
よ
う
3

。

　
20
年
度
の
有
価
証
券
損
益
は
、

株
式
等
関
係
損
益
が
大
幅
に
増
加

し
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
有
価
証
券
の
価
格

上
昇
に
伴
う
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ

ン
で
あ
る
。
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ

ン
は
市
場
環
境
に
依
存
す
る
た

め
、
時
系
列
や
銀
行
別
に
見
る

と
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
こ

と
も
珍
し
く
な
い
。
ま
た
、
債

券
と
株
式
の
損
益
は
逆
方
向
に

動
き
相
殺
さ
れ
る
場
合
が
多
い

が
、
同
時
に
市
況
が
悪
化
す
る

よ
う
な
ス
ト
レ
ス
時
に
は
さ
ら

に
、
変
動
が
大
き
く
な
る
。
価

格
変
動
の
影
響
を
受
け
に
く
い
、

安
定
的
な
収
益
確
保
の
た
め
に

は
、
債
券
利
息
収
入
や
株
式
配

当
金
、
投
信
分
配
金
な
ど
の
イ

ン
カ
ム
ゲ
イ
ン
の
確
保
が
重
要

で
あ
る
。
イ
ン
カ
ム
ゲ
イ
ン
で

あ
る
有
価
証
券
利
息
配
当
金
は
、

キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
と
比
較
し

て
も
高
い
水
準
で
安
定
し
て
い

る
も
の
の
、
近
年
で
は
低
金
利

環
境
下
で
減
少
が
続
い
て
い
る

（
図
表
7
）。

　
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
市
場
環
境

下
で
は
、
国
債
投
資
で
十
分
な

イ
ン
カ
ム
ゲ
イ
ン
を
確
保
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
既
に
多
く
の

銀
行
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、

（出所）法人企業統計よりMURC作成　※資本金1千万～1億円の
企業を抽出

〈図表5〉中小企業の業種別自己資本比率の推移
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（出所）日銀「貸出約定平均金利」よりMURC作成　（「地方銀行」の
貸出金利を抽出）

〈図表6〉地域銀行の貸出利回り推移
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3　杉山敏啓「市場収益に依存する地域銀行」（時事通信社「金融財政ビジネス」2021年3月22日号）参照
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運
用
期
間
の
長
期
化
や
運
用
資
産
の
多
様

化
な
ど
、
リ
ス
ク
テ
ー
ク
の
質
量
を
さ
ら

に
拡
大
し
、
有
価
証
券
投
資
の
収
益
性
・

安
定
性
を
高
め
る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
経
営
体
力
の
範
囲

内
に
リ
ス
ク
テ
ー
ク
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

リ
ス
ク
テ
ー
ク
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
仕

組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
。

（
7
）地
域
銀
行
に
求
め
ら
れ
る
役
割

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
地
域
経
済
を
支
え
る
地

域
銀
行
の
役
割
は
再
評
価
さ
れ
て
い
る
。

地
域
銀
行
の
資
金
繰
り
支
援
や
継
続
的
な

取
引
関
係
は
改
め
て
そ
の
重
要
性
が
評
価

さ
れ
て
お
り
、
地
域
銀
行
は
地
域
の
企
業

や
個
人
を
支
え
る
役
割
を
今
後
も
継
続
し

て
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
一
方
で
、
低
金
利
や
人
口
動
態
の
変

化
な
ど
、
地
域
銀
行
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
は
厳
し
く
、
地
銀
の
提
携
や
再
編
の
議

論
も
含
め
て
地
域
銀
行
経
営
に
対
す
る
注

目
度
は
高
ま
っ
て
い
る
。

　
地
域
銀
行
が
厳
し
い
環
境
下
で
期
待
さ

れ
る
役
割
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
に

は
、
資
金
繰
り
支
援
に
伴
う
信
用
リ
ス
ク

や
有
価
証
券
投
資
の
多
様
化
に
伴
う
市
場

リ
ス
ク
な
ど
、
リ
ス
ク
テ
ー
ク
を
適
切
に

拡
大
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を

支
え
る
リ
ス
ク
管
理
体
制
が
不
可
欠
で
あ

る
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
に
先
の
見

通
し
が
難
し
い
環
境
下
で
は
、
貸
し
出
し

や
有
価
証
券
、
さ
ら
に
は
業
種
や
商
品
に

応
じ
て
、「
ど
こ
で
ど
れ
だ
け
リ
ス
ク
テ

ー
ク
す
る
か
」
と
い
う
リ
ス
ク
・
ア
ペ
タ

イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
考
え
方
が
極

め
て
重
要
に
な
る
。
リ
ス
ク
・
ア
ペ
タ
イ

ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
は
、
経
営
体
力

や
外
部
環
境
を
考
慮
し
た
上
で
、
自
ら
が

進
ん
で
取
る
リ
ス
ク
を
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ

ト
と
し
て
設
定
し
、
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
等

に
よ
る
リ
ス
ク
テ
ー
ク
の
妥
当
性
検
証
に

よ
り
、
リ
ス
ク
の
顕
在
化
に
備
え
る
体
制

整
備
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
政
府
の
支
援
策
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
注

目
度
の
高
ま
っ
て
い
る
地
銀
再
編
と
い
う

選
択
肢
に
つ
い
て
も
、
地
域
経
済
か
ら
期

待
さ
れ
る
役
割
に
対
し
て
、
再
編
が
最
適

な
選
択
肢
と
な
り
得
る
か
ど
う
か
と
い
う

観
点
で
の
議
論
が
必
要
で
あ
る
。
環
境
的

に
は
再
編
と
い
う
選
択
肢
が
と
り
や
す
く

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
単
に
規
模
を
大
き

く
す
る
だ
け
の
経
営
統
合
で
は
、
与
信
費

用
の
増
加
や
貸
出
金
利
息
の
減
少
な
ど
、

現
状
と
同
様
の
経
営
課
題
を
抱
え
る
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
。
再
編
に
よ
り
、
リ
ス

ク
テ
ー
ク
に
備
え
た
経
営
体
力
の
拡
大
や

投
資
余
力
の
拡
大
、
顧
客
向
け
サ
ー
ビ
ス

部
門
の
採
算
性
改
善
を
実
現
し
、
地
域
経

済
が
求
め
る
継
続
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
と

い
う
役
割
に
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る

場
合
に
初
め
て
再
編
が
具
体
的
な
選
択
肢

と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。

　
経
営
統
合
や
資
本
提
携
、
業
務
提
携
、

単
独
で
の
持
ち
株
会
社
化
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
経
営
形
態
の
選
択
肢
に
対
し
て
、
地

域
銀
行
に
よ
る
選
択
の
違
い
が
鮮
明
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
20
年
度
決
算

は
、
地
域
銀
行
全
体
と
し
て
は
好
調
な
損

益
を
確
保
し
た
が
、
銀
行
に
よ
る
ば
ら
つ

き
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
銀
行
の
経
営

方
針
や
リ
ス
ク
テ
ー
ク
の
違
い
が
表
れ
始

め
た
結
果
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（出所）全国銀行協会「全国銀行財務諸表分析」よりMURC作成

〈図表7〉地域銀行の有価証券関連損益推移
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